
取組名

取組み詳細

市販ソフト ・direct

参考資料等 ・特になし

適用条件等 ・関係者全員がdirectに登録が必要。

□意識改革　■業務削減　■効率化　□人材育成・教育　□ワークシェア

□適正工期　□休暇　□ワークライフバランス　□その他
検索用分類

効果

・タイムリーな連絡調整ができ、打合せ時間の削減につながった。

　例）建・電・機での施工図打合せ時間の削減

　　　（1～2時間×6名/週＝6～12時間の削減）

・必要に応じたdirectグループを作成し、打合せや業務指示を行う。

①職長会へ現場巡察指示連絡　　　　　　　　②施工図発行、変更連絡

③施工図チェック依頼、打合せ連絡

利点

・ｅメールよりもタイムリーに連絡・調整ができる。

・グループを組むことで、関係者へ一括連絡、周知ができる。

・連絡忘れの削減につながっている。

継続の

ポイント

・関係者全員が参加できるよう元請けにて支援すること。

改善点

・指示連絡事項の追跡確認。

・チャット機能なので、常に新たな情報を気にすることが多い。

取組み概要

・directを活用し、現場内打合せ等の時間削減に取組む

取組みの

背景・課題

・各打合せにおいて関係者へ連絡し、調整する必要がある。これまで

は、適宜打合せを開催しに関係者が集まり連絡調整を行っていたが、都

合がつかない場合もあり、全員に周知することと打合せに時間がとられ

ることが課題であった。
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ソフトマネジメントによる労働時間削減の好事例

ビジネスチャットの活用による打合せ時間の削減　～チャットアプリ（direct）

取り組んだ現場の休暇取得状況 ４週６閉所(４週８休)


